
血
便
と
高
熱
な
の

に
入
院
拒
否
さ
れ

　

安
達
雅
之
さ
ん（
37
）＝
同

市
西
成
区
在
住
＝
は
、
１
歳

の
長
女
が
今
年
２
月
に
血
便

と
高
熱
を
出
し
、
夜
間
診
療

所
か
ら
精
密
検
査
を
勧
め
ら

れ
る
も
、
自
宅
か
ら
一
番
近

い
府
立
病
院
に
入
院
を
断
ら

れ
ま
し
た
。
長
女
は
自
宅
か

ら
遠
い
市
北
部
の
病
院
に
入

院
し
、
約
４
日
間
24
時
間
点

滴
を
受
け
ま
し
た
。

　

安
達
さ
ん
は
集
会
で
「
そ

も
そ
も
府
立
病
院
は
、
診
療

所
か
ら
の
依
頼
を
断
っ
た
記

録
を
残
し
て
い
な
い
。
記
録

が
な
い
か
ら
事
実
も
な
い
と

さ
れ
、
問
題
が
隠
さ
れ
て
い

を
切
り
捨
て
ま
し
た
。

　

当
時
、
厚
労
副
大
臣
だ
っ

た
渡
嘉
敷
奈
緒
美
自
民
党
府

連
会
長
や
同
政
務
官
だ
っ
た

太
田
房
江
参
院
候
補
は
、
こ

の
計
画
を
追
認
し
ま
し
た
。

　

18
年
３
月
末
に
市
民
病
院

が
閉
鎖
さ
れ
、
４
月
か
ら
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

で
、
府
市
共
同
住
吉
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
が
開
業
。「
24

時
間
３
６
５
日
、
断
ら
な
い

救
急
」
な
ど
と
市
は
誇
り
ま

す
が
、
統
合
前
か
ら
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
の
患
者
受
け
入

れ
は
飽
和
状
態
に
近
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
児
科
の
入
院
ベ
ッ
ド
数

は
、
２
病
院
で
１
１
１
床
あ

り
ま
し
た
が
、
統
合
の
た
め

79
床
と
な
り
、
32
床
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

新
病
院
も
入
院
で

き
ず
外
来
の
み
に

　

市
民
病
院
閉
鎖
後
、
現
地

で
診
療
所
が
開
所
し
て
い
ま

す
が
、
出
産
も
入
院
も
で
き

ず
、
診
察
は
午
前
中
の
み

で
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
か

ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。

　

市
民
病
院
跡
地
に
つ
い
て

市
は
、
大
阪
市
立
大
学
の
付

属
病
院
を
誘
致
し
、
高
齢
者

医
療
を
専
門
と
す
る
市
立
弘

済
院（
吹
田
市
）の
現
地
建
て

替
え
を
中
止
し
、
機
能
を
移

転
す
る
計
画
で
す
。
24
年
開

院
予
定
。
府
と
市
は
住
民
説

明
会
や
府
医
療
審
議
会
な
ど

で
、
産
科
と
小
児
科
の
病
床

を
10
床
ず
つ
新
病
院
に
確
保

す
る
と
示
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
と
市
立
大
学
と

で
医
療
内
容
を
検
討
し
、
小

児
・
周
産
期
医
療
は
外
来
の

み
と
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

跡
地
の
新
病
院
に
つ
い
て

市
は
、
２
０
１
９
年
４
月
に

基
本
構
想
案
を
発
表
。
こ
の

間
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
、
病
床
に
関
す
る
意
見
３

９
２
件
の
う
ち
、
入
院
ベ
ッ

た
。

　

地
域
医
療
を
担
う
市
民
病

院
と
、
広
域
か
ら
患
者
が
集

ま
る
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と

で
は
、
求
め
ら
れ
る
機
能
が

違
い
、
当
初
か
ら
医
師
会
や

住
民
か
ら
、
反
対
の
声
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。

　

費
用
に
つ
い
て
も
市
は
、

建
て
替
え
案
は
約
57
億
円

で
、
統
合
は
約
30
億
円
で
済

む
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
逆

に
統
合
は
約
89
億
円
も
か
か

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
跡
地
に
つ
い

て
、
市
は
機
能
を
引
き
継
ぐ

医
療
機
関
が
必
要
だ
と
認

め
、
民
間
病
院
を
誘
致
し
て

き
ま
し
た
が
、
４
度
に
わ
た

り
失
敗
。
ま
た
、
建
設
計
画

に
大
き
な
不
備
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
市
は
長
期

間
、
そ
の
問
題
を
議
会
に
報

告
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

発
覚
し
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
の
患
者
が
多
い

住
之
江
・
西
成
両
区
か
ら
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
は
、
交

通
の
便
が
非
常
に
悪
い
こ
と

も
、
閉
鎖
前
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
市
は
「
ア
ク

セ
ス
改
善
を
検
討
中
」
と
説

明
し
な
が
ら
、
手
を
打
っ
て

い
ま
せ
ん
。

理
解
得
ら
れ
る
よ

う
に
と
言
っ
た
が

　

松
井
一
郎
知
事（
当
時
、

現
大
阪
市
長
）は
、「
大
阪
府

市
で
市
民
病
院
の
医
療
レ
ベ

ル
は
維
持
」、
吉
村
洋
文
大

阪
市
長（
当
時
、
現
知
事
）も

「
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
尽

く
す
」
と
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。
維
新
の
東
徹
参
院
議

員
は
、「
市
民
病
院
と
医
療

セ
ン
タ
ー
は
そ
ん
な
に
遠
く

な
い
」
と
、
妊
婦
た
ち
の
声

く
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

近
く
の
診
療
所
の
小
児
科

医
師
も
、「
断
る
以
前
の
問

題
で
、
入
院
が
必
要
な
子
ど

も
が
い
て
も
、
府
立
病
院
は

電
話
に
出
な
い
。
や
む
な
く

別
の
病
院
を
紹
介
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

「
二
重
行
政
」の
名

で
廃
止
強
行
さ
れ

　

住
吉
市
民
病
院
は
年
間
約

７
０
０
件
の
分
娩
を
取
り
扱

い
、
小
児
救
急
を
担
う
な

ど
、
地
域
の
小
児
・
周
産
期

医
療
を
長
年
支
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
維
新
市
政
は

「
二
重
行
政
」
の
名
の
も
と

に
廃
止
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
は
古
く
な
っ
た

建
物
を
、
18
年
度
ま
で
に
現

地
で
建
て
替
え
る
計
画
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
維
新
市
政
が

12
年
、
同
じ
市
南
部
に
府
立

病
院
「
府
立
病
院
急
性
期
・

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
統
合
す
れ
ば

財
政
負
担
が
減
る
と
し
て
、

市
民
病
院
廃
止
と
、
そ
の
機

能
を
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

統
合
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

ド
を
求
め
る
意
見
が
２
６
８

件
、「
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
で
き
る
よ
う
に
し
て
」

の
声
が
１
０
１
件
で
圧
倒
的

で
す
。
市
は
、
近
接
す
る
阿

倍
野
区
の
病
院
に
産
科
を
10

床
増
や
す
計
画
で
す
が
、
そ

れ
で
「
万
全
な
対
応
が
で
き

る
」
と
い
う
意
見
は
１
件
だ

け
で
し
た
。

反
故
に
さ
れ
て
き

た
約
束
守
ら
せ
る

　

住
之
江
区
医
師
会
や
市
民

の
会
は
市
民
病
院
廃
止
の
影

響
を
調
べ
る
た
め
、
地
域
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
商
業
施
設
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
集
め
る
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
市
民
病
院

だ
っ
た
建
物
の
前
で
は
時

折
、
元
患
者
ら
し
き
通
行
人

が
閉
鎖
を
惜
し
む
よ
う
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
を

撮
っ
て
行
き
ま
す
。

　

市
民
の
会
の
井
川
登
志
夫

会
長
は
、「
こ
の
間
、
ず
っ

と
約
束
が
反
故
に
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
町
に
は
入
院
で
き

る
施
設
が
必
要
だ
」
と
話
し

ま
す
。

市民の会の集会で「子どもの入院を断った事実が隠されて
いる」など告発がありました＝19日、大阪市住之江区内

閉
鎖
さ
れ
た
市
民
病
院
＝
21

日
、
大
阪
市
住
之
江
区
内

新
病
院
に
入
院
ベ
ッ
ド
を

市
民
団
体
が
署
名
運
動
へ

　

大
阪
市
南
部
で
出
産
や
子
ど
も
が
入
院

で
き
る
数
少
な
い
病
院
だ
っ
た
大
阪
市
立

住
吉
市
民
病
院（
大
阪
市
住
之
江
区
、
２

０
１
８
年
３
月
末
に
閉
鎖
）の
機
能
を
引

き
継
ぐ
と
さ
れ
る
府
立
病
院（
同
住
吉
区
）

に
、
子
ど
も
が
入
院
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
市
は

「
現
時
点
に
お
い
て
は
地
域
の
医
療
需
要

に
対
応
で
き
て
い
る
」
と
し
て
、
跡
地
に

建
設
す
る
新
病
院
に
産
科
・
小
児
科
の
入

院
で
き
る
病
床
を
設
け
な
い
案
を
提
示
。

市
民
病
院
を
守
る
運
動
を
続
け
て
き
た

「
地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る
市
民
の
会
」

は
19
日
、
住
之
江
区
内
で
緊
急
報
告
集
会

を
開
き
、
新
病
院
に
小
児
・
周
産
期
の
病

床
を
そ
れ
ぞ
れ
10
床
以
上
確
保
す
る
こ
と

な
ど
を
求
め
る
署
名
を
集
め
る
こ
と
を
提

起
し
ま
し
た
。

住吉市民病院廃止で機能引き継ぐはずの府立病院が入院拒否

shikai
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